















開催日時：平成 24 年 8 月 5 日（日曜日）12:30～16:30 
場  所：館林市内（館林駅前広場、多々良沼保安林、尾曳稲荷神社、茂林寺公園、城沼公民館） 
対  象：館林市民ほか 
参 加 者：25 人（うち一般参加 10 人、館林市役所 6 人、東洋大学 8 人、千葉大学 1 人） 











20 年から実施している。平成 20 年 8 月 7 日には「気温測定まち歩きイベント」として、館林中
心市街地の気温測定をグループに別れて記録してその結果を公表した。また、平成 21 年 8 月 8
日には「気温測定まち歩き調査」として、6 つのチェックポイントと決められたルートを 4 つの
グループで巡回し、それぞれの場所で実施した涼しさの仕掛けの効果とルート内の涼しい場所、
暑い場所を記録して地図上に表示した。平成 22 年 7 月 28 日には『「歴史の小径（こみち）」を巡
る涼しさ暑さ体感ツアー』を実施し、古い町並みを散策しながら 6 つのポイントにおける涼しさ
を感じる仕掛けを五感で体感してもらい、それぞれの涼しさを評価してもらった。平成 23 年 7
月 30 日には「涼しさ暑さ体感ツアー」を実施し、打ち水の効果、緑地の効果、涼感グッズなどの
効果を、熱画像装置（サーモグフィ）を用いて視覚的に理解してもらうイベントを実施した。 







 イベントの参加者は、スタッフを含めて 25 人（うち一般参加 10 人、館林市役所 6 人、東洋大
学 8 人、千葉大学 1 人）で、実際に調査に参加して体感評価を行ったのは 15 人であった。内訳
は小学生 5 人、中学生 2 人、児童の保護者 3 人、大学生 3 人、教員 2 人である。 
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 （ % ）
4 4 . 3
3 6 . 0
3 5 . 3
3 5 . 0
5 3 . 4
4 2 . 6
3 1 . 5
3 1 . 5
3 5 . 2
3 2 . 3
3 0 . 4
5 8 . 6
3 7 . 0
3 1 . 7
4 7 . 0
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 体感評価の 5 項目「暑さ・涼しさ」「風の強さ」「日差しの強さ」「湿気感」「快適感」について、
各調査点において 7 段階評価で回答してもらった。分析は、表-2 に示すようによい評価を 7、悪














評価値 1 2 3 4 5 6 7































注 1) WBGT（Wet Bulb Globe Temperature）：湿球黒球温度のこと。屋外の場合、 
 WBGT=0.7×湿球温度＋0.2×黒球温度＋0.1×乾球温度 
で求められる。熱中症指数として暑熱環境のリスクを評価する指標として用いられている。この
調査では、A 社製熱中症指数モニタを用いて、黒球温度と気温と湿度から WBGT を算出している。 
一般に WBGT は、31℃以上で「危険」、28〜31℃で「厳重警戒」、25〜28℃で「警戒」、21〜25℃
で「注意」とされている。 
注 3） A 社製の iPad 2（商品名）を使用。インターネット接続によって、データをその場でク
ラウドサービス（Google ドキュメント及び Apple の iCloud）に送り込んで集計の迅速化と写真
の共有を行った。 
注 3) E 社製サーモレコーダを使用。設置場所は日陰になるように約 1.5ｍの高さで樹木の日陰
となる枝にくくりつけた。 
注 4） Google マイマップ（http://goo.gl/maps/zn0UO）でアクセス可能である。 
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